
議題１．平成３０年度学会活動状況報告の件 

 １ 

（１）平成３０年度年次総会開催の件 

   平成３０年６月２３日（土）、山梨学院大学（山梨・甲府）に於いて平成３０年度年次総会を 

開催した。 

総会出席正会員数３４名、委任状１７６名⇒合計２１０名 

（議決必要人員１３４名／正会員総数４０３名／総会員数４７７名） 

総会議題 

議題１．平成２９年度学会活動状況報告の件 

議題２．平成２９年度学会決算報告の件 

議題３．監査報告の件 

議題４．平成３０年度学会活動計画（案）審議の件 

議題５．平成３０年度学会予算（案）審議の件 

上記が審議され、原案通り決定された。 

 

（２）理事会開催の件 

   学会の業務運営に関する重要事項を審議決定する為、理事会を下記のごとく開催した。 

（平成３０年） 

第 159 回理事会  ４月２１日（土） 平成３０年度総会議案の件、他 

第 160 回理事会  ６月２３日（土） 第 10 回経営倫理シンポジウムの件、他 

第 161 回理事会  ９月１５日（土） ２０１９年度研究発表大会統一テーマおよび 

日程決定の件、他 

第 162 回理事会 １１月２４日（土） 水谷賞検討委員会委員選任の件、他 

（平成３１年） 

第 163 回理事会   １月２６日（土） 論文規程改正の件、他 

第 164 回理事会   ３月  2 日（土） 学会役員候補者推薦制度の件、他 

                      

（３）研究発表大会開催の件 

第２６回研究発表大会を平成３０年６月２３日(土)-２４日（日）山梨学院大学（山梨・甲府）に

おいて開催した。統一論題「スポーツと経営倫理」について当学会より依頼した有識者による統一論題シンポ

ジウムを行った。また１９本の研究発表とワークショップ「学術論文の書き方」を３会場で２日間に分けて行っ

た。 

 

（４）研究交流例会開催の件 

   学会員の研究情報の交流と学会活動の理解を深める交流例会を前年度に引き続き下記のごとく開催した。 

    ＊第９７回研究交流例会（平成３０年４月２１日） 

「男性中心の職場における男女共同参画の進展~内航船員との比較からの一考察～」 

放送大学・教授 原田順子 氏 

＊第９８回研究交流例会（平成３０年９月１５日） 

「米国経営倫理学会 2018 年度年次大会参加報告」    
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 ２ 

当学会・会長、慶應義塾大学・准教授 梅津光弘 氏 

当学会・会員、高崎商科大学・准教授 田中敬幸 氏 

   ＊第９９回研究交流例会（平成３０年１１月２４日） 

「キリスト教史に見る利子の禁止と解禁―Usury から Interest へ」 

青山学院大学・名誉教授 西谷幸介 氏 

    

（５）究部会活動報告の件 

各研究部会の登録メンバー、研究活動報告および今後の計画に関し別紙１にて報告。 

部会長および登録メンバー数（平成３１年３月末現在）。 

１．理念・哲学研究部会 

部会長：村山 元理 氏  登録メンバー数：１５名 

２．企業行動研究部会 

      部会長：勝田 和行 氏  登録メンバー数：６５名 

   ３．ガバナンス研究部会 

      部会長：今井  祐 氏  登録メンバー数：２９名 

   ４．実証調査研究部会 

      部会長：福永 晶彦 氏  登録メンバー数：１１名 

５．CSR 研究部会 

部会長：蟻生 俊夫 氏  登録メンバー数：９５名 

６．経営倫理教育研究部会 

 部会長：岡部 幸徳 氏  登録メンバー数：２２名 

   ７．ESG 投資研究部会 

      部会長：小方 信幸 氏  登録メンバー数：２６名 

   ８．若手研究者育成研究部会 

      部会長：梅津 光弘 氏  登録メンバー数：１８名 

 

（６）地方組織活動の件 

関西および中部各地区研究部会の登録メンバー、研究活動報告および今後の計画に関し別紙１にて報告。 

研究部会長、登録メンバー数（平成３０年３月末現在）。 

  （Ⅰ）関西地区研究部会 

       部会長：狩俣 正雄 氏  登録メンバー数：約２５名  

  （Ⅱ）中部地区研究部会 

部会長：蕎麦谷 茂 氏  登録メンバー数：    名 

 

（７）学会報発行の件 

学会の活動状況伝達のため学会報№７６第７９号（平成３０年７月３１日発行）、№７７第８０

号（平成３０年１１月３０日発行）、№７８第８１号(平成３１年２月２８日発行)をそれぞれ発行

し会員各位に配布した。 
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 ３ 

 

（８）学会誌発刊の件 

山梨学院大学で開催された第２６回研究発表大会での発表を中心に、論文１３本、研究ノート 2 本、論

説１本からなる『日本経営倫理学会誌第２６号』を平成３１年２月に発刊した。 

 

（９）第１０回経営倫理シンポジウム開催の件 

当学会主催、青山学院大学大学院国際マネジメント研究科および経営倫理実践研究センター共催の 

第１０回経営倫理シンポジウムを平成３１年１月３０日、青山学院大学青山キャンパス（東京・渋谷区）

において開催した。今回の統一テーマは「わが国の ESG 投資の現状と課題」。当日の登壇者とテーマは以下の

通り。 

◆基調講演◆ 

（１）「資本市場における ESG 投資と長期投資の受容は何をもたらすか」 

     北川 哲雄氏  青山学院大学大学院 国際マネジメント研究科 教授 

（２）「欧州機関投資家における ESG 投資の実践」  

     近江 静子氏  アムンディ・ジャパン株式会社 運用本部 ESG リサーチ部長 

（３）「欧米 SRI の歴史と投資哲学からの示唆」 

     小方 信幸   当学会理事・ESG 投資研究部会長、帝京平成大学 教授 

◆パネルディスカッション◆ 

＊パネリスト 

北川 哲雄氏  近江 静子氏  小方 信幸 

   嘉納 未來氏  ネスレ日本株式会社 執行役員コーポレートアフェアーズ統括部長 

伊藤 裕理氏  株式会社日立製作所 サステナビリティ推進本部 CSR 部 部長 

兵庫 真一郎氏 三菱 UFJ 信託銀行株式会社 資産運用部 チーフアナリスト兼チーフファンドマネジャー 

＊モデレータ 

    梅津 光弘   JABES 会長/慶應義塾大学 准教授 

シンポジウム終了後は講師陣も参加しての懇親会を開催し、シンポの熱気そのままに各々談義される姿が見ら

れた。 

 

（１０）学生の経営倫理意識向上の支援の件 

平成２７年度より、大学間での学生との研究交流プロジェクトである CSR 構想インターゼミナールを後援。詳

細は別紙２にて報告。 

 

（１１）年会費自動振替への移行の件 

平成２２年度より、会員の年会費の支払い忘れや事務局の年会費請求作業軽減のため自動振替制度を 

導入し、会員へは引き続き自動振替への切換を随時お願いしている。 

 

以上 


